第33回　施設処遇検討会議　議事録

H21.1.5　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・馬渡道伸・

小笠原嘉紀・出貝梢・中村文洋・向奈津美

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・小坂和子・)
記　録：向　奈津美

議題

１：小笠原　富治様（青風荘入所者様）の処遇について

２：平　京子様（青山荘利用者様）の処遇について

３：袴田　隆裕様（青明舎入所者様）の処遇について

１：小笠原　富治様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし 

＜問題点＞

①自室に篭っている事が多く、生活の幅を広げることが難しい

介入方法

生活の幅を広げる

・　外出の楽しみ方が分からない為、個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して社会資源を単身でも行動できるよう支援する。

・　本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。

②健康管理

介入方法

胃潰瘍の再発防止に向けて

· 個人面談を行い体調の確認をしていく。

· 食事摂取量や体重の増減、バイタル等の体調確認をしていく。

胃潰瘍の再発防止に向けて

・　個人面談を行い体調の確認をしていく。

・　食事摂取量や体重の増減、バイタル等の体調確認をしていく。
＜評価＞

　本人は、金銭面には余裕があり能力も保たれていることから、職員側から情報提供を行い、本人のニーズや興味を引き出していく。また、興味・関心の拡大を図り、生活にハリを持ち過ごせるよう支援していく。

２：平　京子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①思考の偏り・固執・自己中心性

介入方法

話を聞く

· スタッフや周りの人が話している際は、最後まで説明を聞くようにその都度促して行く。

発言の機会を見計らう

· 自分が思ったことを直ぐに口にしてしまうことがある為、状況を判断して発言するタイミングを見計らうように声かけしていく。また、SSTなどで課題として取り上げて行く。

他者の意見を参考にし思考の偏り・固執の改善

· 自分の考えに固執し判断してしまい、他者からのアドバイスを聞かない所がある為、日常会話の中で多方面からの考え方や見方を提案し、周りの意見も参考にして検討するように今までの固執が見られたケースを一緒に振り返り、アドバイスを行っていく。

②整容面（服装、保清）継続

介入方法

身だしなみを整えることの習慣化

· 青山荘外へ外出する際は改善されつつあるも、いつも同じ服を着続ける傾向があり、シミがついていても無頓着なことがある。その為、現在持っている衣類をどの位のローテーションで着まわして行くか、こまめに洋服を替えて、洗濯しつつ着用するように促していく。

· 不潔面が見られており、そういった面が見られた際は介入し、社会生活上で他者と接する際に必要な保清を保てるようにアドバイスを行っていく。

③健康管理　継続

予防接種

· インフルエンザの予防接種を拒んでいることから、今後、予防接種に関する疾病教室を行い、理解を求めていく。

服薬管理

· 現在、服薬自己管理で、服用の際スタッフが確認を行い、チェック表に印をつける方法をとっている。問題なく服用できていることから、チェックシートを止め、スタッフ確認のみに切り替え、最終的には担当医と相談を行いつつ、可能であれば自己管理できるように移行していく。

＜評価＞

平京子様の統合失調症という典型的な部分を捉えながら青山荘や青明舎と連携しながら支援を行っていく。疾病教室は、引き続き行い、疾病の理解を図っていくこととする。服薬チェックシートについては、再度主治医へ情報提供を行うこととする。

３：袴田　隆裕様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：てんかん精神病　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

①職場でのストレス（ストレスによる身体症状）

· 短期目標を設定し、段階を踏んで徐々にステップアップを行い、振り返り評価を行い本人の自身へと繋げモチベーションを上げる。

· 事業所職員から評価をもらい、良くできている事に対しては、担当者の方から本人へ直接伝えてもらう。

· 青明舎で事業所訪問を行い、本人の作業の様子を確認する。また、定期的に本人から作業内容や状況についての報告を行い確認・相談・面談を設定する。

· 本人へ変化がある場合は、直ぐに関係機関からの情報収集・提供を行い対応する。

②生活リズム（健康管理について）

· 相談しやすい環境を作る。

· 不安なことや疑問はその都度本人の話を聞き、解決していく。

· 生活リズムについて大きな乱れがないか本人から話を聞き、変化がある場合に随時対応を行う。

· 本人に変化がある場合は主治医、関係機関に情報提供と情報収集を行う。

＜評価＞

　就労を継続できるよう環境設定等を行っていく。また、「農園カフェ日々木」とも連携を図りながら支援する。今後の給料についても無理のないように本人を支援していくこととする。
　






